
リフネ、 エゾ ゴマナ、 ヒメヘ ビイチ ゴ、セ リ、 ヨ

シな どがみ られ 、草花 が多い特徴が ある。 この熊

の沢公園の林内には踏み分 け道が1本 ある程度 で

あ り、芝生に近い北側 の小沢 な どは子供 たちが踏

み荒 した裸地の ところがある。 ここは 、かえ って

も う少 し歩道を整備 して それ 以外は守 るとい う利

用が良い よ うに思われ る。

4.下 野幌 高台公園(厚 別東)

もみ じ台団地の北側、12号 線 に至 る間 の小野 幌

団地 の中心に小沢の源頭 部分 が取 り残 され た小 規

模 な森林 があ る。現在はオ ノエヤナギ、 ガマ、ス

ギナ、 ミゾソバな どが生え る凹地 に面 して、 ミズ

ナ ラ、 コナ ラ、ヤマモ ミジ、 アカイ タヤ、ハ ウチ

ワカエデ、 シナ ノキ、 ホオ ノキ、サ ワシバ、 アズ

キナシなどが混生 す る林が取 り巻 いてい る。林床

で は クマイザサの被 う度合が小 さく、チ ゴユ リ、

ミヤマエ ソ レイ ソウ、 ツクバ ネ ソウ、ユ キザ サな

どの草花やシシガシラなどのシダ類が豊富にあ る。

小 面積で あるに もかかわ らず 、比較的種 類の多 い

林で ある。子供達 の探検 地 とな り、踏 み分け道 が

適 当についた子供達 が 自ら入 りうる大 きさの林で

ある。今 まで述 べた住宅地 に この程度 の林 も多 く

残 されて あれば と思 う。

以上、身近な自然の植生概況を簡単に述べたが、

それぞれ2,3時 間あればゆっくりと植物を観る

ことができる自然公園なので、自然教育の場 とし

て適当な規模である。また、これ らの森林は、野

幌森林公園の 自然林と大谷地の コナラ保護林をつ

な ぐ位置にあり、断片的であろうとも、貴重な自

然なのであ る。

木オ ズキ

鞠 御編 伽編 ε4瑳 幽 一e椛.・cτ198ゾ

樹 木(木 の実)と 野鳥 ・リス

五十嵐 博

数年前か ら木 の実 と野鳥の関係 を調べていたが、

今年か ら、エ ゾ リスや シマ リスなどの リス類 と木

の実の関係 も整理 しは じめた。 まだ中間報 告的で

はあ るが、検 討結果を書 きた いと思 う。 目的は、

自分の好 きな樹 木 と動物達の関わ りを少 しで も知

りたいため と、それ らの動物達 とよ り多 く接 す る

場所づ くりへ の提 案がで きれば と言 ったと ころか

らであ る。

表に した よ うに、野鳥 と樹木(木 の実)の 関係

は多用であ り、鳥達 は結 論か らい うと、いろい ろ

な木の実(種 子)を 食 べてい る。

リスの場合 は野 鳥 と同 じであ るが 、木の実 に対

しての依存度 はかな り高い と思われ る。 エ ゾ リス

の場合、主食 とな るのは、 チ ョウセ ソ ゴヨウの種

子 や表 には記載 しなか ったオニグル ミ、 ミズナ ラ、

コナ ラ、 カシ ワなどの種 子(ド ソグ リ)な どであ

り、 シマ リスの場合 はハイマ ツの種子や 前記 した

ドソグ リ類:である。

ナ ッツイ ーター(木 の実 食)で あ る リス類 も、

実 のない季 節は花 や芽 、樹液 、キ ノ コ、昆虫類 や

小鳥 の ヒナ、 タマ ゴなどを食 べてい る。

エ ゾ リスの場合は ある人の観 察に よれば 、春 は

カエデ類の花を食べ る。6月 はハルニ レの種子 を、

7～8月 には カラマツ、 トドマ ツ、 キタゴ ヨウの

種:子やヤマ グワの実 、サ クラの:果実や木につ く昆

虫 の幼 虫 な どを食 べ る。9～10月 に な ると、 オニ

グル ミの実 、 ドソ グリ、チ ョウセ ソゴヨウや トウ

ヒの種子、オ ソコ(イ チイ)の 赤い実 をよ く食べ る。

冬は貯食 してお いた ドソグ リ、 クル ミ、 マツの

実 などと共 に トウ ヒの冬芽 を食 べた り、 カエデ類

やシ ラカソバな どの樹液 をなめた りす る。

シマ リスの場合 もエゾ リスに似 てい るが、冬眠

す るので(正 式 には地 下生活)ド ソグ リな どを食べ

て冬 をす ごす。 シマ リスの場合 はキ ノコは食べ な

い よ うで ある。

エゾ リスは樹木の上、 シマ リスは地 上 と住み分

けて お り、、食べ物は若干重複す る もののその生

活圏 も、エゾ リスが高山帯 を除 く平地 か ら山地の
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森に生息するのに対 して、シマ リスはカラマツな

どの比較的明るい林や、灌木林などを好み、海岸

部からハイマツ帯 まで広 く生息 していると言った

違いがある。

表に示 したような樹木があることで、野鳥や リ

ス類を誘致できる訳だが樹木の場合成長に時間が

かか り、実のなる樹木があれば良いとい うだげで

もないようである。
一言でいえば 「多様な環境づくり」が必要であ

る。大木や枯れ木を残す ことで、巣や餌を提供で

きるし、常緑針葉樹(チ ョウセソゴヨウ、 ドィッ

トウヒなど)は エゾリスの巣、避難場所、餌にな

る。 ドソグリのなる木を もっとふや したい(ミ ズ

ナ ラ、 コナ ラ、 カシワ、ア カナ ラ等)。 基本的 に

は、餌付けは天敵や病気 の問題 があ り、放獣は外

来種 との混血(入 手 しやす いのは タイ ワソ リス、

チ ョウセソシマ リスなので)の 点な どがあるので、

極力 さけたい。 あ くまで も、今あ る自然 を残 しな

が ら、 リス達や野鳥達 が住 みやすい環境 を維持す

ることが必要であ る。

植物 と動物 は 自然生態系 の中で複 雑 に関わ って

いる。 リス:達は、貯食す る ことで、森づ くりに参

加 してお り、林業家 と呼ばれ る。野鳥達 もその生

活 の中で同様 の ことを行 っている。 フ ィール ドを

歩 いてい ると様 々な彼等の 「忘れ物 」がみ られ る

か も?

戸

〆

木の実と野鳥、 リス

科 名 樹 種 名 結実期 鳥 種 名
リ
類

ま つ トドマ ツ ・エ ゾ マ ツ 9～1Q月
キクイタダキ、カラ類 シマエナガ、 ゴジュウカラ、ギンザソマシコ、イスカ、 ミヤ

マカケス、ホシガラス
○

カ ラ マ ツ 9～1Q月
キ クイタ ダキ、ハ シブ トガ ラ、 コガ ラ、 シジ ュウ カラ、シマ エナ ガ、 カワ ラヒ ワ、 ベ

ニ・ヒワ、 イス カ
○

チ ョウセ ソゴヨウマ ツ 9～1Q月 イス カ、 ミヤマ カケ ス ●

ハ イ マ ツ 9～10月 ア カゲ ラ、 ギ ソザ ソマシ コ、 イ スカ、 ウ ソ、 シ メ、 ホシ ガラス ●

い ち い イ チ イ(オ ソ コ) 9～10月
オオ アカゲ ラ、 コゲラ、 ヒヨ ドリ、 レソジ ャク類 、ア カハ ラ、 ツグ ミ、 シジ ュウカ ラ、

ヤマ ガ ラ、 ゴジ ュウカ ラ、 カ ワラ ヒラ、 ウソ、イ カル 、 シ メ、 ミヤ ケカケ ス
○

かばの き ハ ソ ノ キ 類 9～1Q月 カラ類 ～ マ ヒワ、ペ ニ ヒワ、ギ ソザ ソマ シコ、イ スカ、 ウ ソ ○

カ ソ バ 類 9～1Q月 ヒガ ラ、 マ ヒワ、 ベニ ヒワ、ハ ギマ シ コ、 ウ ソ ○

サ ワ シ バ ・ア サ ダ 9～1(凋 シマエ ナガ、 ハ シプ トガ ラ、 シジ ュウ カラ、 ウソ、シ メ ○

ぶ な ミズナラ ・コナラ・カシワ 10月 オシ ドリ、オオアカゲラ、ゴジュウカラ、 ミヤマカケス、ホシガラス ●

に り ハ ル ニ レ ・オ ヒ ョ ウ 6月 アオバ ト、 カワ ラ ヒワ、 ウソ ○

く わ ヤ マ グ ワ 7～8月
キジバ ト、 アオパ ト、 ヒ ヨ ドリ、ア カハ ラ、 シロハ ラ、 メジロ、 コム ク ドリ、 ム ク ド

リ、 スズ メ、 カラス類
○

やど りぎ ヤ ド リ ギ 10～12月 ヒ ヨ ドリ、 レソジ ク類 、 ツグ ミ、 ム ク ドリ、 ミヤマ カケス

もくれん ホ オ ノ キ 10月
キジバ ト、 クマゲ ラ、 ア カゲ ラ、オ オ アカゲ ラ、 ヒヨ ドリ、 ゴジュ ウカ ラ、 ミヤマ カ

ケ ス、ホ シガ ラス

キ タ コ ブ シ 10月 アオ バ ト、 ヒヨ ドリ、ツ グ ミ、 イカル、 ミヤ マカケ ス、 カラス類

またたび サ ル ナ シ ・マ タ タ ビ 9～1Q月
コゲ ラ、 ヒ ョ ドリ、 シ ロハ ラ、 キ クイ タダキ、 ハ シブ トガラ、ヤ マガ ラ、 ゴジ ュウ カ

ラ、 キバ シ リ、 ミヤ マ カケス
○

ゆきのした ツルアジサイ ・イワガラミ 10月
ハ シブ トガ ラ、 シジ ュウカ ラ、 ウ ソ、 シ メ

ば ら エ ゾノコ リソ ゴ ・ズ ミ 9～10月
アオ バ ト、 ヒヨ ドリ、 レソジ ャク類 、シジ ュウ カラ、 アオ ジ、 ペニマ シ コ、 ウソ、 シ

メ

エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ 7～8月
キジバ ト、アオ パ ト、 ヒヨ ドリ、 トラツ グ ミ、 クロツ グ ミ、 アカハ ラ、 イカル、 コム

ク ドリ、 ム ク ドリ、 ミヤ マ カケ ス、 カ ラス類
○

エゾイチゴ(木イチ ゴ類) 8～9月 コマ ドリ、 ノ ゴマ、 アオ ジ、 ミヤマ カケス ○

ハ マ ナ ス 8～1Q月 ヒ ヨ ドリ、 カワ ラ ヒワ、 ギ ソザ ソマ シ コ、 ウ ソ、 スズ メ

ア ズ キ ナ シ 9～10月 ヒ ヨ ドリ、 レソ ジ ャク類 ツグ ミ、 ア トリ、イ カル、 シ メ
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科 名 樹 種 名 結実期 鳥 種 名
リ ス

類

ナ ナ カ マ ド 9～1Q月
ヒヨ ドリ、 レソジ ャク類、 ア カハ ラ、 ツ グ ミ、 ア トリ、 カワ ラヒワ、ハ ギマ シ コ、 ギ

ソザソマ シ コ、 イ カル 、 シ メ、 ム ク ド リ

ま め エ ゾ ヤ マ ハ ギ 10月 コウ ライ キ ジ、 キ ジバ ト、 カ シラ ダカ、ハ ギマ シ コ、 ウ ソ

み か ん キ ハ ダ 9～1Q月
クマ ゲ ラ、 ア カゲ ラ、 オオ ア カゲ ラ、 ヒヨ ド リ、 レソジ ャク類 シ ロハ ラ、 ツ グ ミ、

キ クイ タダキ、 コジュ ウカ ラ、 シ メ、 カ ラス類

サ ソ シ ョ ウ 1(ト'11月 キ ジバ ト、 ヒヨ ドリ、 キ ビ タキ、 コム ク ドリ、 カ ラス類

う る し ツ タ ウ ル シ 9～10月 キ ジバ ト、 ヤマ ゲ ラ、 ア カゲ ラ、 オオ ア カゲ ラ、 コゲ ラ、 ツ グ ミ、 カラス類

ヌル デ ・ヤ マ ウル シ 9～10月 キ ジバ ト、ヤマ ゲ ラ、 ツグ ミ

に しきぎ オ ニ ツル ウ メモ ドキ 10～11月 コウライ キジ、 キジバ ト、 ヒ ヨ ドリ、 レソジ ャク類 、 ツ グ ミ、 ウソ、 シメ、 カ ラス類

ニ シ ギ ギ 10月 キ ジバ ト、 ヒヨ ドリ、 レソジ ャク類 、 ツ グ ミ、 カ ラス類

ツ ル マ サ キ 10月 キ ジバ ト、 コガ ラ、 ツ グ ミ、 シジ ュウカ ラ、 ム ク ドリ

マ ユ ミ ・ ツ リ バ ナ 9～1(凋 ヒヨ ドリ、 ツ グ ミ、 メジ ロ、 シメ

ぶ ど う ヤマ ブ ドウ ・ノブ ドウ 9～1Q月 エ ゾライ チ ョウ、 ヒヨ ドリ、 ツグ ミ、 ム ク ドリ、 ミヤ マ カケ ス ○

み ず き ミ ズ キ 1(トー11月 キ ジバ ト、 コゲ ラ、 ヒ ヨ ドリ、 ツ グ ミ、ア ト リ、 コムク ドリ、 ム ク ドリ、 カラス類

う こ ぎ タ ラ ノキ ・ハ リギ リ 1(ト'11月
キ ジバ ト、 クマゲ ラ、 ア カゲ ラ、 コゲ ラ、 ヒヨ ドリ、 コマ ドリ、 シロハ ラ、ヤマ ガ ラ、

シ ジ ュウカ ラ、 ゴジュ ウカ ラ、 ペニマ シ コ
○

も くせ い イ ボ タ ノ キ 9～1Q月 ヒヨ ドリ、 ヅ ク ミ、 スズ メ

すいかずら エ ゾ ニ ワ ト コ 8～9月 ジ61沿.、ラ1らゲィス、キ窃 キ至/ビ タ煮酵 だ タキ汗揚;1膨 皇ウカ浜}
ジュウカラ、クロジ、ミヤマカケ ス、カラス類

`

カソボク ・カマズ ミi類 8～9月 キ ジバ ト、 ヒヨ ドリ、 レソ ジャク類、 ツ グ ミ、 ミヤ マカケ ス

※カラ類はハ シプ トガラ、 コガラ、ヤマガラ、 シジュウカラを示す。

レソジャク類はキレソジャク、 ヒレソジャクを示す。

カラス類はハシボソガラス、ハシブ トガラスを示す。

●は リス類が特によ く食べ る種類を示す。

r

参考資料:新 版 北海道の野鳥(北 海道新聞)

北海道の樹木(北 海道新聞社)

植物 目録1987(環 境 庁自然保護局編)

北国の木の実(果 実)と 野鳥(五 十嵐 博)

滝 野すず らん丘陵公園環境調査報告書(昭 和62年3月)

リス(自 由国民社)

シマ リスの四季(知 床博物館協力会)ほ か
し

、

」

尾山宏子
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